
2022-2023シーズンのオープニングを飾る⼤⼈気のオペラ

⽇本の⻑崎を舞台にしたプッチーニの名作『蝶々夫⼈』
2022年4⽉9⽇(⼟)よりチケット発売開始
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2022年9⽉8⽇(⽊)〜11⽇(⽇) 於：新国⽴劇場オペラパレス

報道関係各位

PRESS RELEASE

〈⼆期会創⽴70周年記念〉に伝統の舞台で贈る、プッチーニ・オペラの傑作『蝶々夫⼈』

公益財団法⼈東京⼆期会は、⼆期会創⽴70周年記念公演シリーズとして、2022年9⽉8⽇(⽊)より新国⽴劇場オペラパ
レスにて上演する、ジャコモ・プッチーニ作曲のオペラ『蝶々夫⼈』の公演に向けて、本公演のチケット⼀般発売を
2022年4⽉9⽇(⼟)より開始することをお知らせします。

『蝶々夫⼈』は、ジュゼッペ・ヴェルディと並んで称えられるイタリアオペラの⼤作曲家ジャコモ・プッチーニの代
表作です。明治期の⽇本の⻑崎を舞台に、元は武家で今は没落し舞妓となって⽣計を⽴てる15歳の⼥性「蝶々さん」の
悲劇が描かれます。プッチーニ⾃⾝は⽇本を訪れたことはないものの、多くの⽇本由来の⺠謡や旋律を採集し、東洋的
情緒を豊かに醸し出すオペラが誕⽣しました。蝶々さんの悲劇は、今も多くの⼈々の胸を打ち、世界中の歌劇場で上演
され続けています。⽇本⼈にとっても縁の深いオペラです。
今回、⼆期会創⽴70周年記念公演として上演するにあたっては、⻑年にわたり戦後⽇本のオペラ界に功績を残してき
た巨匠・栗⼭昌良による演出でお贈りいたします。艶やかな着物、四季折々の花に彩られた舞台装置、そして、歌⼿の
細やかな所作にいたるまで⽇本の伝統に深く裏付けされており、栗⼭芸術の極致とも⾔われています。これまでに幾度
も再演が重ねられ絶⼤な⼈気を博した栗⼭『蝶々夫⼈』ですが、この度は2017年以来の待望の上演となります。『蝶々
夫⼈』の正統的で、堂々かつ繊細な舞台をご覧いただけます。

2022-2023シーズンでは、今後プッチーニ『トゥーランドット』、ヴェルディ『椿姫』をラインアップしています。
これからオペラ鑑賞を始めたいという⽅にとっても親しみやすい名作揃いのシーズンとなりました。この秋から、東京
⼆期会オペラ劇場公演をとおして、多くの⽅がオペラの魅⼒に触れていただけることを願っています。
※4ページに2022-2023シーズンオペラ・ラインアップを掲載しています。

＜東京⼆期会オペラ劇場『蝶々夫⼈』公演より 撮影：三枝近志＞



2

1987年ヴェローナ⽣まれ。この世代で最も活躍する指揮者として国際的に名声を⾼めている。2013年
ジェノヴァ・カルロ・フェリーチェ劇場第⼀客演指揮者、2016年東京フィルハーモニー交響楽団⾸席
指揮者に就任。
ミラノ・スカラ座、トリノ王⽴歌劇場、カルロ・フェリーチェ劇場、フェニーチェ劇場、ベルリン・
ドイツ・オペラ、スウェーデン王⽴歌劇場、アレーナ・ディ・ヴェローナ、バイエルン州⽴歌劇場、
オペラ・オーストラリア等の主要歌劇場や、スカラ座フィルハーモニー管弦楽団、サンタ・チェチー
リア国⽴アカデミー管弦楽団、イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団等のオーケストラで指揮。
東京⼆期会『ナブッコ』や東京フィルとの「ローマ三部作」で、そのカリスマと繊細な⾳楽性からセ
ンセーションを巻き起こし、衝撃的な⽇本デビューを飾った。2015年5⽉東京フィル『トゥーランドッ
ト』(演奏会形式)は批評家、聴衆双⽅からの⾼い評価を確⽴。東京⼆期会『リゴレット』『イル・トロ
ヴァトーレ』「レクイエム」、グランドオペラ共同制作『アイーダ』等、定評あるヴェルディ作品で
成功を重ねる。プッチーニ作品も数多く指揮しており、2019年東京⼆期会では宮本亞⾨演出『蝶々夫
⼈』ワールドプレミエを成功に導いた。2022年は4⽉『エドガール』に続く登場となる。

プロフィール ｜演出：栗⼭昌良 Masayoshi Kuriyama

1926年東京⽣まれ。1946年千⽥是也ら主宰の舞台芸術アカデミーに⼊所、演劇への道を歩み始め
る。1950〜1965年俳優座演劇研究所所員として、近代リアリズム演劇の表現⼿法を研究。同時に
所属講師として演劇映画界の俳優養成にあたる。オペラでは⼆期会や⽂化庁オペラ研修所、東京
藝術⼤学をはじめ各⼤学のオペラ歌⼿養成に深く携わってきた。1969年に畑中良輔、若杉弘らと
東京室内歌劇場を創設。
⼆期会との縁は深く、1956年『ピーター・グライムス』⽇本初演をはじめ、多彩な古今の演⽬を
⽇本オペラ界のレパートリーとした。
2000年以降の主な上演作品は、東京⼆期会『椿姫』(2002、2005年)、同『蝶々夫⼈』(2003、
2006、2009、2014、2017年)、新国⽴劇場『⿊船』(2009年)、びわ湖ホール『死の都』(2014年)、
同『⽵取物語』(2015年)等がある。現在も第⼀線を⾛り続け、精⼒的な活動はとどまることを知
らない。公私ともに褒賞や顕彰多数。1996年叙勲、2006年⽂化功労者。国⽴⾳楽⼤学名誉教授。

▼アンドレア・バッティストーニからのコメント
私を最初に⽇本に招聘してくださった東京⼆期会にはいつも感謝をしています。2012年以来、⽇本の多くの才能豊かなアー
ティストや⾳楽家と協働する可能性を私に開いてくださいました。私たちの関係は、とても深い芸術的な絆へと発展していま
す。⽇本デビューとなった『ナブッコ』、2018年の『アイーダ』でのツアー、髙⽥賢三⽒が⼿掛けた豪華な⾐裳による『蝶々
夫⼈』、パンデミックで困難な時期でのヴェルディ「レクイエム」など、ご⼀緒した多くのオペラ公演、演奏会が、私の記憶
の中で⼤切な宝物となっています。
東京⼆期会にとって成功に満ちた新シーズンとなることを願っています。そして、⼆期会の歌⼿、合唱団、そして献⾝的なス
タッフの⽅と協働し、⼒の限り最⾼にスリリングでワクワクするオペラを聴衆の皆様にお届けすることを楽しみにしています。
⼼からの感謝をこめて

指揮はイタリアの若き⾄宝アンドレア・バッティストーニ。⾳楽に対する深い洞察⼒と類まれなカリスマ性で、すでに
ミラノ・スカラ座、バイエルン州⽴歌劇場など欧州⼀流の歌劇場で活躍。⽇本では、東京フィルハーモニー交響楽団⾸席
指揮者を務めクラシック⾳楽ファンから⼤きな⽀持を集めています。東京⼆期会とは、初来⽇となった2012年『ナブッ
コ』で⼤成功を収めた後『リゴレット』『イル・トロヴァトーレ』『蝶々夫⼈』、昨年8⽉のヴェルディ「レクイエム」
で協働を重ねてきました。⽇本デビュー10周年を迎える今年は、4⽉『エドガール』に続いての登場となります。若きマ
エストロのタクトから引き出されるプッチーニ・オペラの真髄に、どうぞご期待ください。

プロフィール ｜ 指揮：アンドレア・バッティストーニ Andrea Battistoni

指揮はイタリアの⾄宝アンドレア・バッティストーニ！2022年4⽉『エドガール』に続き再登場！

世界で賞賛を受けるʻ蝶々さんʼ⼤村博美、⽊下美穂⼦のダブルキャストほか、豪華キャスト陣！

題名役には、海外でも蝶々夫⼈役で喝采を浴びる⼤村博美と⽊下美穂⼦のダブル。⼤村博美は、イタリアのトッレ・
デル・ラーゴでのプッチーニ・フェスティバルにおいて2018、19年と連続で『蝶々夫⼈』プレミエ公演の題名役を務め
るなど100公演を越える第⼀線の舞台で蝶々夫⼈を演じてきました。⽊下美穂⼦も同役を海外での当たり役とし、これ
までにロンドン・ロイヤル・アルバートホール、ソフィア国⽴歌劇場、バンクーバー・オペラなどで舞台に⽴っていま
す。その他、ピンカートンには若きテノールのトップを⾛る宮⾥直樹と城宏憲、シャープレスにはヴェルディ、プッ
チーニ作品で⽋かせない今井俊輔と成⽥博之、スズキには⼭下牧⼦、藤井⿇美などが出演。創⽴70周年の記念に相応し
い最⾼のキャスティングで臨みます。
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⽂化庁 令和４年度⽂化芸術振興費補助⾦（舞台芸術創造活動活性化事業）独⽴⾏政法⼈⽇本芸術⽂化振興会
《⼆期会創⽴７０周年記念公演》東京⼆期会オペラ劇場
ジャコモ・プッチーニ
『蝶々夫⼈』
オペラ全3幕 ⽇本語字幕付原語(イタリア語)上演
新国⽴劇場オペラパレス
2022年 9⽉8⽇(⽊) 18:30、9⽇(⾦) 14:00、10⽇(⼟) 14:00、11⽇(⽇) 14:00
※開場は開演の60分前

指揮：アンドレア・バッティストーニ
演出：栗⼭昌良
舞台美術：⽯⿊紀夫 ⾐裳：岸井克⼰ 照明：沢⽥祐⼆ 舞台設計：荒⽥良
合唱指揮：佐藤宏 演出助⼿：奥野浩⼦
舞台監督：菅原多敢弘 公演監督：永井和⼦ 公演監督補：⼤島幾雄

9⽉8⽇(⽊)/10⽇(⼟) 9⽉9⽇(⾦)/11⽇(⽇)
蝶々夫⼈ ⼤村博美 ⽊下美穂⼦
スズキ ⼭下牧⼦ 藤井⿇美
ケート ⻘⽊エマ ⾓南有紀
ピンカートン 宮⾥直樹 城 宏憲
シャープレス 今井俊輔 成⽥博之
ゴロー ⼤川信之 升島唯博
ヤマドリ 畠⼭茂 杉浦隆⼤
ボンゾ ⻫⽊健詞 三⼾⼤久
神官 ⼤井哲也 的場正剛

合唱：⼆期会合唱団、新国⽴劇場合唱団、藤原歌劇団合唱部
管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団

チケット料⾦（全席指定・税込）
S13,500円 A12,500円 B10,000円 C8,000円 D6,000円 学⽣2,000円
※チケットお申込みと同時に「⼆期会オペラ愛好会」へもご⼊会いただけます（チケット先⾏予約、割引サービスあり）

発売⽇：愛好会先⾏発売：2022年3⽉26⽇(⼟)〜
⼀般発売：2022年4⽉9⽇(⼟)〜

チケットのご予約・お問合せ：⼆期会チケットセンター
TEL.03-3796-1831（⽉〜⾦=10：00-18：00/⼟=10：00-15：00/⽇・祝=休）
インターネットご予約は、「⼆期会チケット」で「検索」 http://www.nikikai.net/ticket

※その他プレイガイド
・チケットスペース 03-3234-9999
・チケットぴあ https://t.pia.jp/（Pコード：214-315）
・ローソンチケット https://l-tike.com（Lコード：34998）
・イープラス https://eplus.jp/

主催：公益財団法⼈東京⼆期会 共催：公益財団法⼈新国⽴劇場運営財団 公益財団法⼈⽇本オペラ振興会
助成：公益財団法⼈花王芸術・科学財団 後援：イタリア⼤使館、イタリア⽂化会館

シーズン特別協賛：
興和株式会社、ソニーフィナンシャルグループ株式会社、ダイドー株式会社、三井不動産株式会社



◯ 2022年9⽉ ≪東京⼆期会オペラ劇場≫
プッチーニ『蝶々夫⼈』
【全3幕 ⽇本語字幕付原語(イタリア語)上演】
指 揮：アンドレア・バッティストーニ 演 出：栗⼭昌良
管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
2022年9⽉8⽇(⽊)／9⽇(⾦)／10⽇(⼟)／11⽇(⽇) 新国⽴劇場オペラパレス
主 催：公益財団法⼈東京⼆期会
共 催：公益財団法⼈新国⽴劇場運営財団 公益財団法⼈⽇本オペラ振興会

東京⼆期会2022-2023シーズン オペラ・ラインアップ

◯ 2022年11⽉ ≪東京⼆期会オペラ劇場≫ NISSAY OPERA 2022提携
オッフェンバック『天国と地獄』
【全2幕 ⽇本語訳詞上演(歌唱部分のみ⽇本語字幕付)】
指 揮：原⽥慶太楼 演 出：鵜⼭仁
管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
2022年11⽉23⽇(⽔・祝)／24⽇(⽊)／26⽇(⼟)／27⽇(⽇) ⽇⽣劇場
主 催：公益財団法⼈東京⼆期会
共 催：公益財団法⼈ニッセイ⽂化振興財団[⽇⽣劇場]

◯ 2023年2⽉ ≪東京⼆期会オペラ劇場≫
ジュネーヴ⼤劇場とマンチェスター国際芸術祭との共同制作
プッチーニ『トゥーランドット』 《新制作》
【全３幕 ⽇本語字幕付原語(イタリア語)上演】
指 揮：ディエゴ・マテウス 演 出：ダニエル・クレーマー
セノグラフィー、デジタル＆ライトアート：チームラボ
管弦楽：新⽇本フィルハーモニー交響楽団
2023年２⽉23⽇(⽊・祝)／24⽇(⾦)／25⽇(⼟)／26⽇(⽇) 東京⽂化会館⼤ホール
主 催：公益財団法⼈東京⼆期会

◯ 2023年7⽉ ≪東京⼆期会オペラ劇場≫
ヴェルディ『椿姫』
【全3幕 ⽇本語字幕付原語(イタリア語)上演】
指 揮：アレクサンダー・ソディー 演 出：原⽥諒（宝塚歌劇団）
管弦楽：読売⽇本交響楽団
2023年7⽉13⽇(⽊)／15⽇(⼟)／16⽇(⽇)／17⽇(⽉・祝) 会場：東京
主 催：公益財団法⼈東京⼆期会

◯ 2023年4⽉ ≪東京⼆期会コンチェルタンテ・シリーズ≫ 
R. シュトラウス『平和の⽇』＜⽇本初演／セミ・ステージ形式上演＞
【全１幕 ⽇本語字幕付原語(ドイツ語)上演】
指 揮：準・メルクル
管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団
2023年4⽉8⽇(⼟)／9⽇(⽇) Bunkamura オーチャードホール
主 催：公益財団法⼈東京⼆期会、Bunkamura
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